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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第55期
第１四半期
連結累計期間

第56期
第１四半期
連結累計期間

第55期

会計期間
自 平成25年１月１日

至 平成25年３月31日

自 平成26年１月１日

至 平成26年３月31日

自 平成25年１月１日

至 平成25年12月31日

売上高 （千円） 3,779,709 4,615,055 13,351,019

経常利益 （千円） 706,793 1,127,852 1,913,704

四半期（当期）純利益 （千円） 436,406 623,283 1,356,408

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 768,688 638,611 3,112,888

純資産額 （千円） 13,062,005 15,679,549 15,347,030

総資産額 （千円） 19,486,085 21,877,564 21,807,638

１株当たり四半期（当期）純
利益

（円） 35.65 50.91 110.79

潜在株式調整後１株当たり四
半期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 56.4 58.8 58.0
 

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在していないため、記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

　　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　　　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。なお、重要事象等は存在しておりません。

２ 【経営上の重要な契約等】

　　　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1)  業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の景気対策の効果もあり、企業収益の改善や個人消費に

持ち直しの動きが見られるなど、緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、本年４月からの消費税率

引き上げに加え、新興国の景気減速懸念も高まり、先行きは不透明な状況が続いています。

国内農薬業界におきましては、消費増税を控え、多くの業種と同じように、増税前に買い込もう・売り込もうと

いう動きが当業界にも発生し、当四半期内において駆込み需要が生じ、出荷量は例年を上回る結果となりました。

また、本年２月の記録的な降雪により、一部地域で大きな被害を受けた農作物もありましたが、当社の販売に対し

て影響が出る恐れがあるため、今後注視してまいります。

このような状況のもと、当社グループは,東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故の影響で操業停止に追

い込まれた当社の主要生産拠点である福島工場の代替として昨年4月に完成した茨城工場を中心に新たな生産体制

を確立し、需要期に対応してまいりました。

また当社グループは、農家説明会、座談会などで農家と直接対話をもち、引き続き農家直結の営業方針「トライ

アングル作戦」を積極的に展開し、<農家>、<会員店・JA・販売店>と<当社グループ>の連携を密にした展示圃等普

及活動を実施してまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は46億1千5百万円（前年同四半期比8億3千5百万円の増

加、前年同四半期比22.1％増）、営業利益は11億2千9百万円（前年同四半期比4億8千9百万円の増加、前年同四半

期比76.5％増）、経常利益は11億2千7百万円（前年同四半期比4億2千1百万円の増加、前年同四半期比59.6％

増）、四半期純利益は6億2千3百万円（前年同四半期比1億8千6百万円の増加、前年同四半期比42.8％増）となりま

した。

なお、当社グループの売上高は事業の性質上、業績に季節的変動があり、第１四半期及び第２四半期連結会計期

間の売上高が他の四半期連結会計期間と比較して多くなる傾向にあります。
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製品の種類別売上高については次のとおりであります。

　なお、当社グループの農薬の販売状況をより正確に開示するため、土壌消毒剤という新しい区分を前連結会計年

度末より設けました。同区分の前年同四半期比は、前同四半期表示額を新しい区分を含めた表示に組み替えて比較

しております。

 
（イ）害虫防除剤

「バイスロイドEW」は前年同期実績をやや下回りましたが、「アルバリン剤」は順調に推移し前年同期実績を

上回りました。また、ダニ剤「カネマイトフロアブル」は果樹の防除暦に再採用された地域もあり前年同期実績

を上回りました。この結果、売上高は9億1千5百万円（前年同四半期比1億3千1百万円の増加、前年同四半期比

16.7％増）となりました。

（ロ）病害防除剤

「ダイマジン水和剤」、「コロナフロアブル」がわずかに前年同期実績を下回りましたが、病害防除剤は押し

なべて前年同期実績を上回りました。この結果、売上高は3億9千万円（前年同四半期比5千3百万円の増加、前年

同四半期比15.9％増）となりました。

（ハ）土壌消毒剤

「ネマキック粒剤」は北海道・関東・九州で需要が伸び、前年同期実績を上回りました。「D-D」は九州で

の　使用が例年より早く、前年同期実績を上回りました。「バスアミド微粒剤」についても同様、例年より動き

がやや早く、前年同期実績を上回りました。この結果、売上高は20億4千7百万円（前年同四半期比4億3千9百万

円の増加、前年同四半期比27.3％増）となりました。

（ニ）除草剤等

除草剤はすべて前年同期実績を上回りました。水稲除草剤「モゲトン粒剤」、「アークエース粒剤」は特に早

い動きで推移いたしました。「カソロン粒剤2.5、6.7」については、一時品切れとなりましたが、前年同期実績

は上回りました。植調剤「マデックEW」、「ターム水溶剤」等についても前年同期実績を上回りました。この結

果、売上高は8億2百万円（前年同四半期比1億7千6百万円の増加、前年同四半期比28.3％増）となりました。

（ホ）輸出・その他

輸出はほぼ前年同期実績並みに推移いたしました。その他は前年同期実績を上回り、順調に推移いたしまし

た。この結果、売上高は4億5千9百万円（前年同四半期比3千4百万円の増加、前年同四半期比8.1％増）となりま

した。

 

(2)  財政状態の分析

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は218億7千7百万円（前連結会計年度比6千9百万円の増加、前連結

会計年度比0.3％増）となりました。これは主に売上増加による売上債権が23億2千2百万円増加した一方、買掛金

等の支払で現金及び預金が16億5千5百万円、４月以降の消費税増税による駆込み需要により在庫が1億7百万円、為

替予約が2億4千9百万円、減価償却等により有形無形固定資産が1億7千1百万円減少したことによるものでありま

す。

（負債及び純資産）

当第１四半期連結会計期間末における負債は61億9千8百万円（前連結会計年度比2億6千2百万円の減少、前連結

会計年度比4.1％減）となりました。これは主に仕入増加に伴い仕入債務が1億6千5百万円増加する一方、未払金が

3億円、未払法人税等が2億2千2百万円減少したことによるものであります。純資産は156億7千9百万円となりまし

た。その結果、自己資本比率は58.8％、１株当たり純資産額は1,050円33銭となりました。

 

(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。
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(4)  研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

②  【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成26年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年５月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,404,862 13,404,862
東京証券取引所　市
場第二部

単元株式数　100株

計 13,404,862 13,404,862 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年３月31日 ― 13,404,862 ― 1,809,177 ― 1,805,164
 

 

(6) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

EDINET提出書類

アグロ　カネショウ株式会社(E00860)

四半期報告書

 6/18



 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 1,162,300

完全議決権株式（その他） 普通株式 12,238,000 122,380 －

単元未満株式 普通株式 4,562 － －

発行済株式総数  13,404,862 － －

総株主の議決権 － 122,380 －
 

（注）「単元未満株式」には当社所有の自己株式50株が含まれております。

② 【自己株式等】

平成26年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）      

アグロ　カネショ
ウ株式会社

東京都港区赤坂
４丁目２番19号

1,162,300 － 1,162,300 8.67

計 － 1,162,300 － 1,162,300 8.67
 

 

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）」に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年１月１日から平成

26年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年３月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 11,776,443 10,120,821

  受取手形及び売掛金 ※1  3,717,691 6,039,807

  商品及び製品 1,557,940 1,288,898

  仕掛品 90,492 91,373

  原材料及び貯蔵品 912,009 1,072,789

  為替予約 298,019 48,760

  繰延税金資産 244,335 263,195

  その他 88,768 67,930

  貸倒引当金 △11,110 △64,097

  流動資産合計 18,674,591 18,929,480

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,498,523 1,479,204

   機械装置及び運搬具（純額） 451,712 301,813

   土地 552,453 552,453

   その他（純額） 127,219 120,429

   有形固定資産合計 2,629,909 2,453,901

  無形固定資産 22,163 26,589

  投資その他の資産   

   投資有価証券 169,839 164,195

   繰延税金資産 121,352 116,044

   その他 222,611 276,658

   貸倒引当金 △32,828 △89,305

   投資その他の資産合計 480,974 467,593

  固定資産合計 3,133,047 2,948,084

 資産合計 21,807,638 21,877,564

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,717,708 1,883,683

  1年内返済予定の長期借入金 386,000 360,800

  未払法人税等 829,923 607,892

  賞与引当金 41,777 103,559

  その他 1,015,542 856,986

  流動負債合計 3,990,951 3,812,921

 固定負債   

  退職給付引当金 479,477 468,064

  役員退職慰労引当金 460,644 469,442

  長期借入金 709,400 637,700

  その他 820,135 809,886

  固定負債合計 2,469,656 2,385,092

 負債合計 6,460,608 6,198,014

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,809,177 1,809,177

  資本剰余金 1,810,804 1,810,804

  利益剰余金 8,932,675 9,249,895

  自己株式 △459,869 △459,898

  株主資本合計 12,092,788 12,409,979
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 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 60,536 56,891

  繰延ヘッジ損益 △11,059 △9,755

  為替換算調整勘定 502,395 401,578

  その他の包括利益累計額合計 551,873 448,713

 少数株主持分 2,702,368 2,820,856

 純資産合計 15,347,030 15,679,549

負債純資産合計 21,807,638 21,877,564
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年３月31日)

売上高 3,779,709 4,615,055

売上原価 2,176,874 2,534,750

売上総利益 1,602,835 2,080,304

販売費及び一般管理費 963,065 951,123

営業利益 639,769 1,129,181

営業外収益   

 受取利息及び配当金 3,503 2,039

 受取地代家賃 3,987 4,064

 為替差益 66,590 －

 その他 804 914

 営業外収益合計 74,884 7,018

営業外費用   

 支払利息 7,373 4,550

 為替差損 － 3,433

 減価償却費 306 －

 その他 179 363

 営業外費用合計 7,860 8,347

経常利益 706,793 1,127,852

国庫補助金 － 183,259

特別利益合計 － 183,259

固定資産圧縮損 － 136,527

特別損失合計 － 136,527

税金等調整前四半期純利益 706,793 1,174,584

法人税、住民税及び事業税 301,700 377,870

法人税等調整額 △76,108 △12,268

法人税等合計 225,591 365,601

少数株主損益調整前四半期純利益 481,202 808,982

少数株主利益 44,795 185,699

四半期純利益 436,406 623,283
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 481,202 808,982

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 9,446 △3,645

 繰延ヘッジ損益 1,710 1,303

 為替換算調整勘定 276,328 △168,029

 その他の包括利益合計 287,486 △170,371

四半期包括利益 768,688 638,611

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 613,361 520,124

 少数株主に係る四半期包括利益 155,326 118,487
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理

　　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形を満期日に決済

が行われたものとして処理しております。

 

 
前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年３月31日)

受取手形 284,296千円 －千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

　　 売上高の季節的変動

　　　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年３月31日）及び当第１四半期連結累計期間

（自　平成26年１月１日　至　平成26年３月31日）

　　　当社グループの売上高は事業の性質上、業績に季節的変動があり、第１四半期及び第２四半期連結会計期間の売

上高が他の四半期連結会計期間と比較して多くなる傾向にあります。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとお

りであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
 至 平成25年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
 至 平成26年３月31日)

減価償却費 34,488千円 53,436千円

のれんの償却額 199,188千円 －千円
 

 

EDINET提出書類

アグロ　カネショウ株式会社(E00860)

四半期報告書

13/18



 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年３月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月27日
定時株主総会

普通株式 244,855 20.00 平成24年12月31日 平成25年３月28日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　　該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年３月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月26日
定時株主総会

普通株式 306,063 25.00 平成25年12月31日 平成26年３月27日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年３月31日）

　当社グループは、農薬の製造、販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

当第１四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年３月31日）

　当社グループは、農薬の製造、販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

 

(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
 至 平成25年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
 至 平成26年３月31日)

 １株当たり四半期純利益金額 35円65銭 50円91銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 436,406 623,283

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 436,406 623,283

普通株式の期中平均株式数(株) 12,242,740 12,242,514

普通株式増加数(株) － －
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

当第１四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年３月31日）

　該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

アグロ　カネショウ株式会社(E00860)

四半期報告書

16/18



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年５月９日

アグロ　カネショウ株式会社

取締役会  御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 　 杉　本　茂　次   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  　五　十　嵐　徹   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアグロ　カネ

ショウ株式会社の平成26年１月１日から平成26年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成26年１月

１日から平成26年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年１月１日から平成26年３ 月31日まで)に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アグロ　カネショウ株式会社及び連結子会社の平成26年３月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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